
選挙管理委員会からのお知らせ

　平成25年5月31日に任期満了を迎える対馬市議会議員の一般選挙（定数21人）が5月12日（日）告
示、5月19日（日）投開票で執行されます。市内125の投票所で、7：00から18：00までの投票時間
を予定しています。
　また、20：30からシャインドームみねで即日開票されます。

○投票できる人
１．日本国民で20歳以上の人
　 （いちばん若い有権者は、平成5年5月20日に生まれた人）
２．引き続き3か月以上、対馬市に住所がある人
３．住民基本台帳に登録されている人
　 （登録基準日は、平成25年5月11日。平成25年2月11日以前に転入届出をした人で2の要件を満
　 　たす人）
◎以上の要件を満たしていても、次の人は投票できません。
（１）投票日前日（5月18日）までに対馬市外に転出した人（ただし、期日前投票を行い、転
　　出・死亡した人の投票は有効となります）
（２）選挙法上の住所要件を満たしていない人（実際に生活の本拠が対馬市にあると認定できな
　　い者　例：大学生・専門学校生など明かに島外で生活されている方）

○転居された方
　平成25年4月30日までに市内転居（対馬市内での異動）の届出をした人は、新しい住所地の投票
所で投票することができます。ただし、平成25年5月1日以降に転居の届出をした人は、前の住所地
の投票所で投票することになりますので、お間違えないようお願いします。

○期日前投票
　投票日当日、何らかの理由で投票所に行って投票できない人は、期日前投票ができます。
　期日前投票所（対馬市役所または、美津島・豊玉・峰・上県・上対馬の各地域活性化センター）
にて、宣誓書に当日投票できない理由を記入したのち、投票用紙の交付を受け、そのまま投票箱に
投票することとなります。
　※何らかの理由とは
　　１．日曜日に営業する自営業の人
　　２．妊娠などの理由で投票日に投票できない人
　　３．冠婚葬祭の予定のある人
　　４．旅行の予定のある人などです。

○期日前投票の期間と場所
期　間：平成25年5月13日（月）～5月18日（土）
時　間：8：30～20：00
投票できる場所　対馬市役所　　　　　　　　☎0920（53）6111
　　　　　　　　美津島地域活性化センター　☎0920（54）2271
　　　　　　　　豊玉地域活性化センター　　☎0920（58）1111
　　　　　　　　峰地域活性化センター　　　☎0920（83）0301
　　　　　　　　上県地域活性化センター　　☎0920（84）2311
　　　　　　　　上対馬地域活性化センター　☎0920（86）3111

　　１.  期日前投票の宣誓書を書いていただきます。
　　２.  選挙人を確認したら、投票用紙を交付します。
　　３.  投票用紙に候補者氏名を記入し、投票箱に投票したら終了です。

投票日は平成25年5月19日（日）
投票時間は7:00から18:00まで

対馬市議会議員一般選挙が行われます
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選挙管理委員会　☎0920（53）6111問い合わせ

○不在者投票
 投票日（5月19日）に次の理由で投票所に行って投票することが出来ない見込みの人（期日前投票
者を除く）は、その旨の宣誓と不在者投票用紙の交付請求の手続きを行い、滞在地の選挙管理委員
会又は不在者投票施設等で不在者投票を行うことになります。
　　１．選挙期日にわたる観光、病気療養（指定病院等に入院している人を除く）等の旅行で市外に
　　　　滞在中である人（対馬市以外の市町村の選挙管理委員会で投票する人）
　　２．病院・老人ホームなどの不在者投票指定施設に入院、入所している人

○不在者投票の手続き
　　１．旅行等により、滞在地で不在者投票しようとする人は、早めに不在者投票の交付請求を行っ
　　　　てください（不在者投票のできる期間は6日間に限られていますので、告示日前でも不在者
　　　　投票の請求は受付けます）。
　　２．指定病院・施設に入院・入所中の人は、病院・施設等で投票できますので、早めに病院長や
　　　　施設長等に申し出てください。

○郵便投票
　郵便投票証明書をお持ちの方は、早めに郵便投票の請求及び交付手続きを行ってくだざい。請求
は、5月15日（水）までです。
 
　　◎鹿見・久原地区の投票所を統合しました
　上県町鹿見地区と久原地区は、投票所が近接していることを理由に平成25年3月から投票区を
統合しました。
　今回の対馬市議会議員選挙から、両地区の皆さんは南部住民センター（上県町鹿見833）で投
票していただきますので、お間違えのないようご注意ください。

農林振興課からのお知らせ

豆酘の赤米が宮中献穀米として献上されます

　宮中行事の新嘗祭に献上するお米を「宮中献穀米」と言います。平成25年度は、対馬市厳原町豆酘
地区の赤米を献上することになりました。対馬からの宮中献穀は、昭和12年に佐須村の米・雞知村の
粟を献上以来、実に76年ぶりの栄誉です。
　この栄誉ある事業を実施するため、奉賛会を設立し、市民の皆様からも奉賛金（寄付金）のご協力を
いただく予定です。
　奉賛金（寄付金）の詳細は追ってお知らせしますので、皆様のご理解と物心両面のご協力をお願いし
ます。
　宮中献穀事業のスケジュールは次のとおりです。

農林水産部　農林振興課内　宮中献穀対馬市奉賛会事務局　☎0920（53）6111問い合わせ

にいなめさい

あわ

  5月上旬…播種祭

  6月上旬…御田植え祭

  8月上旬…青田祭

10月上旬…抜穂祭

10月下旬…新嘗祭献穀献納式　東京皇居にて

きゅうちゅうけんこくまい

は し ゅ さ い

あ お た さ い

ぬ い ぼ さ い

にいなめさい

お　　た　　う さい
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ご存じですか？助産施設制度

　保健上必要があるにもかかわらず、経済的理由により入院助産を受けることが困難な妊産婦を入所さ
せて、助産を行うものです。
○対象となる世帯
・生活保護を受給している世帯
・当該年度分の市町村民税が非課税の世帯など
　なお、助産に伴う費用負担は世帯の状況により全額公費負担となる場合や一部自己負担が生じる場
合などがありますので、申し込みの方法などその他、詳しくは福祉事務所福祉課、または各センター
福祉担当窓口までお問い合わせください。
○対馬市内の助産施設
長崎県対馬いづはら病院（対馬市厳原町東里303-1）
☎0920（52）1910
○申請に必要な物
・印鑑・助産施設入所申込書・健康保険被保険者証の写し・母子健康手帳
・世帯全員の市県民税課税額証明書（6月末までは前年度のもの、7月1日以降は当該年度のもの）

福祉課からのお知らせ

　地域資源を活かした新商品やサービス開発など、地域の課題を解決するとともに雇用創出を目指した
新規起業を支援する「対馬市新規ビジネス応援事業補助金」の申請を受け付けています。
○募集締切：平成25年5月31日（金）
○補助対象
　市内に在住している個人又は団体
◇事業所開設費、初年度備品、情報化費など立ち上げに係る経費全般
◇上記の事項に併せ、人件費（新規雇用）を対象
◇新商品・サービス開発に係る経費（消耗品、アドバイザー料等を対象）
○補 助 額
　　補助率：2/3　補助限度額：1,000千円
○申請者の絶対要件
◇市内在住の個人又は団体であること
◇事業実施により1名以上の新規雇用が創出すること
 （雇用形態は不問　ただし一定基準の人件費を支出すること）
◇人件費（新規雇用）に係る補助対象額は、補助対象経費総額の1/3以上とすること
◇持続可能な事業と認められるもの（5年間の事業状況報告が必要）
◇市税の滞納がないこと
○その他の要件
◇地域の課題を解決するような地域貢献度が高いサービスを提供する事業
◇技術の継承・地域産業の発掘など地域力を高める事業
◇地域資源を活用した対馬ならではの新商品・サービスの開発事業
○注意事項
　・「絶対要件」を全て満たし、かつ「その他の要件」を1つ以上満たす事業が対象です。
　・事業の事前着手は認めません。また、補助金は実績報告書提出後、交付額の確定により交付します。

あなたのビジネスチャンスを応援します！
平成25年度「新規ビジネス応援事業」補助金申請募集中！

地域再生推進本部からのお知らせ
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あなたの地域づくりへの想い、応援します !
　市民参画や協働による人・まちづくりを推進するため、地区・NPO等が自ら考え実践する人づくり・
地域づくり事業に対し支援する制度をご紹介します。

　長崎県地域の元気づくり支援交付金（平成24年度から平成26年度まで交付予定）を活用して実施す
る事業で、その内容は以下のとおりです。
○補助対象者：地区　※ただし、平成24年度に本事業による支援を受けた地区は対象外です。
○事業の内容：地域が一体となって自発的に地域課題の解決に取り組み、地域コミュニティの活性化を
　　　　　　　図ることを目的とした新規性、継続性のある事業
○補助金の額：承認事業費から特定財源（※）を差し引いた額の全額とし、40万円が上限です。
○採択予定件数：7件程度
○募 集 締 切：平成25年5月31日（金）

地域再生推進本部　☎0920（53）6111　または、各地域活性化センター地域支援課問い合わせ

※特定財源とは、その事業を行うことによって得られる収入のことをいいます。
※備品購入費については、補助率が異なります。

【地域資源活用促進事業】
　地区の自然を活かしたイベントなど、地区住民の交流推進
活動を支援し、地域の活性化を図る事業
【地域コミュニティ強化事業】
　地区に伝わる風習・祭などの伝統行事や地区住民のコミュ
ニティ活動を支援し、地域の連帯意識の高揚を図る事業及び
世代間のふれあいを促進する事業
【地域形成事業】
　地域内の後継者・担い手対策に取り組む事業、地域内の施
設整備事業、地域内公共施設などの環境美化活動

　承認事業費から特定財源（※）
を差し引いた額の全額とし、100
万円が上限です。

　市民が自ら考え、自ら実践す
る人づくり・地域づくり事業で
あれば特段の制約はありません。

【地域づくり計画に基づき実施するもの】
　承認事業費から特定財源（※）を差し引いた額の9/10を乗
じた額以内とし、50万円が上限です。
【上記以外のもの】
　承認事業費から特定財源（※）を差し引いた額の3/4を乗
じた額以内とし、50万円が上限です。

地区・NPO等 地区・NPO等

事業の内容

補助対象者

市民特認事業 認　可　事　業　区　分　

補助金の額

募 集 締 切 平成25年4月19日（金） 平成25年5月31日（金）

1．対馬市「わがまち元気創出」支援事業

2．対馬市地域づくり応援事業

難病疾患をお持ちの方々も障害福祉サービスの利用が可能になります

　平成25年4月に施行される障害者総合支援法で、障がい者の範囲に難病等が加わります。
　身体障害者手帳の有無に関わらず、障害福祉サービス等の利用が可能になります。
○対象者：難病疾患による障がいがある方々（特定疾病医療受給者等）
　　　　　関節リウマチ・多系統萎縮症・脊髄小脳変形症、加齢性黄斑変性症・パーキンソン病
　　　　　全身性エリテマトーデス・突発性難聴・メニエール病・網膜色素変性症等
　　　　　※詳細はお問い合わせ下さい。
○利用可能なサービス：障害福祉サービス（ホームヘルプや施設入所等）、補装具（装具・車椅子・補
　　　　　　　　　　　聴器等）、地域生活支援事業（デイサービス・福祉ベット・入浴補助用具等）

福祉事務所　福祉課　☎0920（58）2294問い合わせ
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健康増進課からのお知らせ

年に1度は婦人がん検診を受けましょう!

健康つしま21推進員を募集します

　子宮頸がんはこの20年間に低年齢化が急速に進んでおり、他のがんに比べて30歳未満の発症者が増
えています。乳がんにおいても女性の20人に1人の割合でかかるとされており、40歳から50歳代がピ
ークとなっています。是非、年に1度の婦人がん検診を受けましょう。

　自分の健康づくりにとどまらず、家族や仲間の健康にも関心をもって一人でも多くの市民に健康づ
くりに取り組んでいただく推進員を募集しています。
　積極的に健康づくりに取り組む意欲をお持ちの方なら、どなたでも応募できます。
○役　　割：健康イベントなどへのスタッフとしての参加・健康情報や健診などのPR活動・健診の事
　　　　　　前準備や当日のお手伝い・会議や研修会への参加
　　　　　　※できる範囲でのご協力でかまいません。
○任　　期：平成25年7月1日～平成27年6月30日
○交通費等：会議及び研修会にかかる交通費、活動にかかる費用は支給します。
○応募方法：お電話で下記までお申し込みください。
○応募締切：平成25年5月31日（金）

子宮がん検診

乳がん検診

1

2

子宮頸部細胞診・医師が必要と
認めたものには子宮体部細胞診

マンモグラフィ検査（1方向）

マンモグラフィ検査（2方向）

乳房超音波検査

対馬市に住所を有する20歳以上の女性の方

対馬市に住所を有する50歳以上の方で年齢
の下一桁が偶数の女性の方
対馬市に住所を有する40歳・42歳・44歳
46歳・48歳の女性の方

対馬市に住所を有する40歳以上の女性の方

1,000円

1,200円

1,800円

　800円

健診の種類 健診内容 対象者（年度末年齢） 料金

婦人がん検診の内容・対象者及び料金

日　程町

※申込みは不要です。　※当日持ってくるもの：保険証または後期高齢者医療被保険者証、検診料金

午　前

会　場 受付時間 会　場 受付時間

午　後

5月 8 日 水 対馬市総合福祉センター（美津島保健センター） 8：00～  9：30 対馬市総合福祉センター（美津島保健センター） 13：30～15：00

5月 9 日 木 対馬市総合福祉センター（美津島保健センター） 8：00～  9：30 対馬市総合福祉センター（美津島保健センター） 13：30～15：00

5月10日 金 豆酘小学校体育館 8：30～  9：30 久根保健福祉館 14：00～15：00

5月11日 土 健康管理センター 8：00～10：00 健康管理センター 13：30～15：00

5月12日 日 健康管理センター 8：00～10：00 健康管理センター 13：30～15：00

5月13日 月 健康管理センター 8：00～10：00 金田小学校体育館 14：00～15：00

5月16日 木 峰保健センター 8：00～  9：30 中対馬開発センター 13：30～15：00

5月17日 金 豊玉町保健センター 8：00～  9：30 豊玉町保健センター 13：30～15：00

5月18日 土 豊玉町保健センター 8：00～  9：30 豊玉町保健センター 13：30～15：00

5月19日 日 上対馬地域福祉センター 8：30～10：00 上対馬地域福祉センター 13：30～15：00

5月20日 月 一重地区集会施設 9：00～10：30 上県町地域福祉センター 13：30～15：00

5月21日 火 上県町ふれあいプラザ 9：00～10：30 仁田コミュニティセンター 13：30～15：00

美
津
島

上　

県

上
対
馬

厳　
　

原

峰

豊
玉

婦人がん検診日程表
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平成25年度予防接種日程をお知らせします

対馬いづはら病院

上 対 馬 病 院

豊 玉 診 療 所

（52）1910

（58）8080

（86）4331

電話番号実 施 場 所

毎週火曜日

毎週火曜日

月曜日～金曜日

実 　 施 　 日

【BCG】

厳原東里

比 田 勝

仁　　位

13：30～15：30

13：00～16：00

13：30～14：00

受付時間

対馬いづはら病院

上 対 馬 病 院

豊 玉 診 療 所

（52）1910

（58）8080

（86）4331

電話番号実 施 場 所

毎週火曜日

毎週火曜日

第2・4木曜日　※要予約

実 　 施 　 日

【ヒブ・肺炎球菌】

厳原東里

比 田 勝

仁　　位

13：30～15：30

14：00～16：00

13：30～14：00

受付時間

対馬いづはら病院

佐 賀 診 療 所

豊 玉 診 療 所

（52）1910

（58）8080

（82）0050

電話番号実 施 場 所

毎週木曜日　※要予約

月曜日～金曜日　※水曜日は午前中のみ

第2・4木曜日

実 　 施 　 日

【四種混合】

厳原東里

佐 　 賀

仁　　位

13：30～15：30

14：00～16：00

9：30～16：00

佐 須 奈 診 療 所 （84）2007毎週水曜日・金曜日　※要予約佐 須 奈 15：00～17：00

上 対 馬 病 院 （86）4331毎週火曜日比 田 勝 13：30～14：00

受付時間

対馬いづはら病院

佐 賀 診 療 所

豊 玉 診 療 所

（52）1910

（58）8080

（82）0050

電話番号実 施 場 所

毎週火曜日

月曜日～金曜日　※水曜日は午前中のみ

第2・4木曜日

実 　 施 　 日

【不活化ポリオ】

厳原東里

佐 　 賀

仁　　位

13：30～15：30

14：00～16：00

9：30～16：00

佐 須 奈 診 療 所 （84）2007毎週水曜日・金曜日　※要予約佐 須 奈 15：00～17：00

上 対 馬 病 院 （86）4331毎週火曜日　※要予約比 田 勝 13：30～14：00

受付時間

対馬いづはら病院

佐 須 奈 診 療 所

豊 玉 診 療 所

（52）1910

（58）8080

（84）2007

電話番号実 施 場 所

毎週火曜日

毎週水曜日・金曜日　※要予約

月曜日～金曜日

実 　 施 　 日

【日本脳炎】

厳原東里

佐 須 奈

仁　　位

13：30～15：30

13：00～16：00

15：00～17：00

仁 田 診 療 所 （85）0089月曜日～金曜日　※要予約仁 　 田 随　　時　 

上 対 馬 病 院 （86）4331毎週火曜日比 田 勝 13：30～14：00

受付時間

対馬いづはら病院

佐 賀 診 療 所

豊 玉 診 療 所

（52）1910

（58）8080

（82）0050

電話番号実 施 場 所

毎週火曜日

月曜日～金曜日　※水曜日は午前中のみ

月曜日～金曜日

実 　 施 　 日

【三種混合・麻疹・風疹】

厳原東里

佐 　 賀

仁　　位

13：30～15：30

13：00～16：00

9：30～16：00

比 田 勝 上 対 馬 病 院 （86）4331毎週火曜日 13：30～14：00

受付時間

福祉保健部　健康増進課　☎0920（58）1116
南福祉保健センター　　　☎0920（52）4888　北福祉保健センター　☎0920（84）2313

問い合わせ
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環境政策課からのお知らせ

大気汚染物質に注意しましょう！

◎光化学オキシダントとは？

　　工場の煙突から出るばい煙や自動車排気ガスに含まれる大気汚染物

質に太陽の光が作用すると、空気中にオゾンのような刺激のある物質

ができて、人間の皮膚や粘膜に影響を及ぼすことがあります。このよ

うな物質を光化学オキシダントといいます。気象条件によりモヤッと

していることが多くみられ、光化学スモッグとも呼ばれます。

○どんな時にできるの？

　　長崎県では、4月～6月の春及び9月～10月の秋の時期で、風が

弱く、気温が高く、日射しが強い昼間に光化学オキシダントの濃度

が高くなる傾向があります。

○どんな影響があるの？

　　目がチカチカ・ショボショボしたり、涙がたくさん出たり、喉や鼻の粘膜がヒリヒリして痛くな

ることがあります。

◎PM2.5とは？

　　微小粒子状物質といい、大気中に浮遊する小さな粒子のうち、粒子の大

きさが2.5μm以下の非常に小さな粒子のことです。その成分には、炭素

成分・硝酸塩・硫酸塩・アンモニウム塩のほか、ケイ素・ナトリウム・ア

ルミニウムなどの無機元素などが含まれます。

○健康被害は？

　　想定される健康被害としては、粒子の大きさが非常に小さいため、肺の

奥深くまで入りやすく、喘息や気管支炎などの呼吸器系疾患のリスクの上

昇が懸念されます。また、肺がんのリスクの上昇や、循環器系への影響も

懸念されますが、口からの摂取（経口摂取）については、問題ないという

見解が示されています。

○農・水産物等への影響は？

　　環境省より「専門家会合の意見では、PM2.5は微少な粒子であるため、農・水産物等への影響

はない」との見解が示されています。

○もし光化学オキシダントやＰＭ2.5の濃度が高くなったら？

　　長崎県知事が注意報や注意喚起を発令し、直ちに対馬市役所から保育所・幼稚園・学校などへ連

絡するとともに、市内放送で皆様方へお知らせします。

○注意報や注意喚起が発令されたら？

次のことに注意して行動して下さい。

①不要不急の外出は控えましょう。

②屋外での激しい運動はできるだけ減らしましょう。

③屋内に粒子を持ち込まないように、室内の換気は必要最低限とし、

洗濯物はできるだけ室内に干すなど工夫しましょう。

④身体に異常を感じたら、屋内で十分に休みましょう。眼や喉に異常があったら、きれいな水でうが

いや洗眼をしましょう。

市民生活部　環境政策課　☎0920（53）6111問い合わせ
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自然環境推進室からのお知らせ

住宅用太陽光発電設備導入に市の補助金が使えます

「緑のカーテン」設置に補助金を活用しましょう

低炭素機器等を導入される事業者に補助金がでます

対馬市エコアイランド推進事業所を募集しています

市民生活部　環境政策課　自然環境推進室　☎0920（53）6111問い合わせ

　環境にやさしい再生可能エネルギーの導入促進を図るため、設備の出力1kWあたり3万円、上限10万
円の補助を行います。
○申請受付期間：J-PEC補助金（国の補助金）の申込み開始の日から平成26年3月17日まで
　　　　　　　　ただし、3月17日以前に、申請額が予算額に達した場合は受付を終了いたしますの
　　　　　　　　で、申請はお早めにお願いします。
○募 集 件 数：約50件を予定
○対 象 者：平成25年度J-PEC補助金の申込受理決定通知を
　　　　　　　　受けている方で、補助要件を満たした方

　地球温暖化の防止に向けた省エネルギー化を推進し、環境への負荷低減を図るとともに環境意識の高
揚や環境教育の促進を図るため、つる性植物を植栽する「緑のカーテン」を設置する方に費用の2分の
1（上限3,000円）を補助します。

○対 象 経 費：つる性植物の苗・種、土、プランター、
　　　　　　　　ネット、支柱（肥料、薬品は対象外）
○申請受付期間：平成25年9月30日まで
○募 集 件 数：約150件を予定

○対 象 者：平成25年4月1日以降に上記対象経費を購入された方で、下記要件を満たした方
　　　　　　　　・本市に住所を有し、市内にある住宅に緑のカーテンを設置する方
　　　　　　　　・市税等を滞納していないこと

 
　温室効果ガス排出削減に係る取組みを促進するため、事業者（法人・個人事業主）が実施する再生可
能エネルギー設備及び省エネルギー機器の導入に対して、費用の一部を補助します。
○補助対象機器及び補助金額
　　　　　　　　・太陽光発電設備……1kW当たり5万円（ただし、10kW未満の設備が対象）
　　　　　　　　・ＬＥＤ照明設備……補助対象経費の2分の1（上限50万円）
　　　　　　　　・高反射率塗料………補助対象経費の4分の1（上限20万円）
　　　　　　　　・薪ストーブ…………補助対象経費の5分の1（上限15万円）
○申請受付期間：平成25年6月28日まで
○対 象 者：・市内で事業活動を行う法人及び個人事業者、集合住宅の所有者
　　　　　　　　・市内の事務所、店舗又は集合住宅に対象機器を設置する方
　　　　　　　　・市税等を滞納していないこと

 
　市内で環境に配慮した取り組みを推進する事業所を登録し、その活動を広く他の事業所等へ広報する
ことにより、環境配慮型事業所等の普及・啓発を推進する制度です。
　登録を受けた事業所へは、登録証及び登録済ステッカーの交付を行い、市ホームページ等で事業所の
取り組みを広く紹介します。
　登録申請書様式は市のホームページ又は自然環境推進室で配布しています。
　なお、登録は無料です。
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対馬市ホームページが新しくなりました

阿比留正成 24歳

あ　 び　 る　まさ　なり

建設部　管理課

西　史章 31歳

にし　　　 ふみ  あき

農林水産部　基盤整備課

中島いづみ 34歳

なか　しま

福祉保健部  豊玉診療所  看護師

岡田　司 24歳

おか　だ　　　つかさ

市民生活部　税務課

浦崎裕美 37歳
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教育委員会  比田勝幼稚園  教諭

白川和史 23歳
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小島慶志郎 30歳
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豊玉地域活性化センター 地域支援課 船員
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消防本部

若松慎一郎
わか まつ  しん  いち  ろう

消防本部

東川顕士 18歳 22歳
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初心を忘れず頑張ります。
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総務課からのお知らせ

2013. 4 16

　4月1日から、対馬市ホームページがリニューア
ルしました。
　最近急増しているスマートフォンにも対応し、
気象警報や大気汚染情報などの緊急情報も発信で
きるようになりました。
　どうぞご利用ください。

検 索対馬市
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対馬市組織機構を一部改正しました

総務部　総務課　☎0920（53）6111問い合わせ

CATV整備終了に伴い、また、施設管理の充実を図るため総務部内の組織を改正しました。

新病院・地域医療・健康増進法に基づく予防医療の充実を図るため、福祉保健部内の組織を改正しました。

南福祉保健センターからのお知らせ

講演会『スロージョギングでニコニコ人生！』を開催します

　スロージョギングは、運動をしたことがない方、シニア世代でも楽々に取り組むことができ、生活習
慣病・認知症・がん・骨粗鬆症・うつ病も予防できると言われています。
　想像以上にゆっくり走りますが、同一距離を歩いた時と比較して、エネルギー消費は約1.6倍です!!
　心身ともに健康で長生きができるように、まずは、お話だけでも聞きに来てみませんか。
○講　　師：田中 宏暁先生（福岡大学スポーツ科学部教授）
○日　　時：平成25年5月18日（土）
　　　　　　13：30～15：30（受付　13：00～）
○会　　場：対馬市交流センター3階　大会議室
○対　　象：どなたでもOK
○内　　容：講演と実技（実技は見学も可）
○服　　装：実技のできる靴、普段着
　　　　　　（ランニングシューズ・運動着は不要）
○参 加 費：無料
　申込締切：平成25年5月13日（月）
　※5月13日（月）17：00までに電話かFAX（氏名・連絡先を明記）でお申込ください。当日参加も
　　できますが、なるべく事前申込をお願いします。

福祉保健部　南福祉保健センター　☎0920（52）1211　FAX 0920（52）9114問い合わせ

総　務　課　
　情報連携戦略室

財　政　課

情報技術管財課
　電算室

福祉保健部 長寿支援課

健康保健課
　診療所

保　護　課

福　祉　課

保　険　課

健康増進課
　医療対策室
　診療所

保　護　課

福　祉　課

ためして
ガッテンで
おなじみ！

ニコニコペースの運動「スロージョギング」を始めてみませんか？
「ニコニコ運動クラブ」参加者を募集します

○内　　容：健康チェック・スロージョギング
○日　　時：第1回目　平成25年5月22日（水）10：00～12：00
　　　　　　（6月末までは毎週水曜日、7月からは月1回開催予定）
○会　　場：厳原総合公園（厳原町久田）
○対　　象：65歳以上（どなたでもOK）
○参 加 費：保険代実費
○申込締切：平成25年5月20日（月）までに、お電話で下記へお申込ください。

総　務　部

総　務　課
　情報連携戦略室

財　政　課

管　財　課

情報政策課
　電算室
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対
馬
市
人
事
異
動

3
月
31
日
付

4
月
1
日
付

☆
昇
任

氏　
　

名

新　

配　

置

阿
比
留  

満
也
☆
副
参
事
兼
係
長

安
重  

武
志

主
事（
派
遣
解
除
）

原
田  

卓
弥

上
対
馬
観
光
物
産
事
務
所

主
任

阿
比
留  

雅
寿

総
務
課

主
任

黒
岩  

大
作

総
務
課

主
任

木
内  
裕
子
☆

豆
酘
出
張
所

出
張
所
長（
主
幹
）

時
津  
秀
樹

豆
酘
出
張
所

副
参
事

桝
谷  

雅
勝

佐
須
出
張
所

出
張
所
長

川
辺  

真
由
美

佐
須
出
張
所

参
事
兼
係
長

有
江  

正
光
☆

情
報
技
術
管
財
課
　
課
長

兼
電
算
室
長

黒
岩  

慶
有

情
報
技
術
管
財
課

参
事
兼
課
長
補
佐

永
留  

秀
敏

情
報
技
術
管
財
課

副
参
事
兼
係
長

青
栁  

裕
之

情
報
技
術
管
財
課

副
参
事
兼
係
長

龍
造
寺  

政
秀

情
報
技
術
管
財
課

主
任

田
中  

紀
幸

情
報
技
術
管
財
課
　
電
算
室

参
事
兼
課
長
補
佐

藤
原  

亘
宏

情
報
技
術
管
財
課
　
電
算
室

副
参
事
兼
係
長

酒
井  

孝
史

情
報
技
術
管
財
課
　
電
算
室

主
任

藤
田  

浩
徳

財
政
課

副
参
事
兼
係
長

双
須  

淳
司

財
政
課

主
任

藤
田  

雄
二

部
長

観
光
物
産
推
進
本
部

総
務
部

市
民
生
活
部

氏　
　

名

旧　

配　

置

橘
　
清
治

議
会
事
務
局

理
事

大
石
　
邦
一

教
育
委
員
会

理
事

桐
谷
　
勝
江

総
務
部
　
佐
須
出
張
所

出
張
所
長

横
瀬
　
宗
彦

消
防
署
　
美
津
島
出
張
所

出
張
所
長

平
間
　
勝
博

総
務
部
　
豆
酘
出
張
所

出
張
所
長
　

桟
原
　
馬
佐
敏

教
育
委
員
会
　
つ
し
ま
図
書
館

館
長

橘
　
英
次

監
査
委
員
事
務
局

事
務
局
長

阿
比
留
　
伴
次

教
育
委
員
会
　
峰
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

参
事
兼
係
長

正
木
　
孝
子

佐
須
奈
保
育
所

参
事

原
田
　
順
子

佐
賀
保
育
所

参
事

根
津
　
誠
子

福
祉
保
健
部
　
豊
玉
診
療
所

准
看
護
師

長
郷
　
泰
二

市
民
生
活
部

部
長

広
田
　
真
吏

上
県
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
　
仁
田
出
張
所

参
事
兼
課
長
補
佐

小
宮
　
信
子

上
県
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
　
住
民
生
活
課

参
事

阿
比
留
　
圭
嗣

教
育
委
員
会
　
学
校
教
育
課

課
長
補
佐
兼
指
導
主
事

山
城
　
真
幸

福
祉
保
健
部
　
北
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

主
事（
介
護
支
援
専
門
員
）

退　

職

割
愛
退
職

併
任
解
除

氏　
　

名

新　

配　

置

阿
比
留  

美
香
☆
市
民
課

副
参
事
兼
係
長

山
下  

由
依

市
民
課

主
事

阿
比
留  

洋
喜

税
務
課

副
参
事
兼
係
長

岡
田  

司

税
務
課

主
事（
新
規
採
用
）

桐
谷  

義
壽

税
務
課

課
長

一
宮  

努
☆

環
境
政
策
課

課
長
補
佐

黒
岩  

良
輝
☆

福
祉
課

副
参
事
兼
係
長

末
永  

慎
司

福
祉
課

主
任

原
田  

和
良

保
護
課

副
参
事
兼
係
長
兼
査
察
指
導
員

居
村  

雅
昭

保
護
課

副
参
事
兼
係
長

石
丸  

正
道
☆

保
護
課

副
参
事
兼
係
長

平
江  

祐
二

保
護
課

主
任

福
祉
保
健
部

松
尾  

龍
典

保
険
課

課
長

乙
成  

一
也

保
険
課

参
事
兼
課
長
補
佐

山
田  

邦
治

保
険
課

参
事
兼
課
長
補
佐

松
本  

絹
代

保
険
課

参
事
兼
係
長

二
宮  

加
生
里

保
険
課

主
任
保
健
師

梅
野  

浩
二

保
険
課

副
参
事
兼
係
長

佐
伯  

真
司

保
険
課

副
参
事
兼
係
長

永
留  

潤
也

保
険
課

副
参
事
兼
係
長

朝
鍋  

智
男

保
険
課

主
任（
派
遣
解
除
）

平
山  
公
年

保
険
課

主
任

阿
比
留  
光
代

保
険
課

主
任（
併
任
：
介
護
支
援
専
門
員
）

草
葉  

俊
彦

保
険
課

主
事

波
多
野  

健
一

保
険
課

主
事

安
田  

和
哉

保
険
課

主
事

財
部  

恭
子

健
康
増
進
課

課
長

江
口  

尚
子

健
康
増
進
課

主
任
栄
養
士

長
瀬  

裕
美
子

健
康
増
進
課

保
健
師

廣
川  

久
美
子

健
康
増
進
課

保
健
師

黒
岩  

基
尋

健
康
増
進
課

副
参
事
兼
係
長

阿
比
留  

智
美

健
康
増
進
課

保
健
師

安
藤  

善
子

健
康
増
進
課

栄
養
士

松
永  

ふ
み

健
康
増
進
課

保
健
師

中
村  

美
里

健
康
増
進
課

保
健
師

内
山  

秋
紅

健
康
増
進
課

栄
養
士

川
本  

実
奈

健
康
増
進
課

主
事

阿
比
留  

伊
勢
男
健
康
増
進
課
　
医
療
対
策
室

室
長（
主
幹
）

阿
比
留  

正
博
☆
健
康
増
進
課
　
医
療
対
策
室

副
参
事
兼
係
長

木
寺  

晃
三

健
康
増
進
課
　
医
療
対
策
室

副
参
事
兼
係
長

安
藤  

智
教

農
林
振
興
課

主
任（
長
崎
県
農
政
課
派
遣
）

氏　
　

名

新　

配　

置

御
手
洗  

逸
男

健
康
増
進
課
　
豊
玉
診
療
所

参
事
兼
課
長
補
佐

市
川  

明
美

健
康
増
進
課
　
豊
玉
診
療
所

看
護
師

八
坂  

貴
久
美

健
康
増
進
課
　
豊
玉
診
療
所

准
看
護
師

須
川  

理
佳

健
康
増
進
課
　
豊
玉
診
療
所

看
護
師

中
庭  

加
代

健
康
増
進
課
　
豊
玉
診
療
所

看
護
師

中
島  

い
づ
み

健
康
増
進
課
　
豊
玉
診
療
所

看
護
師（
新
規
採
用
）

神
宮  

大
司
朗

保
険
課

主
事（
長
崎
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
）

佐
藤  

駿

保
険
課

主
事

小
島  

亮

南
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

主
任

藤
原  

幸
美

北
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

栄
養
士

荒
木  

美
由
紀

北
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

主
任（
併
任
：
介
護
支
援
専
門
員
）

農
林
水
産
部
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氏　
　

名

新　

配　

置

小
森  

八
州
男

消
防
本
部
　
総
務
課

参
事
兼
課
長
補
佐

島
本  

満
臣

消
防
署
　
警
防
課
　
通
信
班

参
事
兼
課
長
補
佐

井  

浩
☆

消
防
署
　
予
防
課
　
予
防
班

参
事
兼
課
長
補
佐

佐
護  

安
生
☆

消
防
署
　
総
務
課
　
総
務
班

参
事
兼
課
長
補
佐

修
行  

武
智
☆

消
防
署
　
峰
出
張
所
　
庶
務
班

参
事
兼
課
長
補
佐

津
江  

正
雄
☆

消
防
署
　
峰
出
張
所
　
予
防
班

参
事
兼
課
長
補
佐

奥
村  

茂
久

消
防
署
　
豊
玉
出
張
所
　
予
防
班

副
参
事
兼
係
長（
派
遣
解
除
）

勝
見  

誠
一

消
防
署
　
上
対
馬
出
張
所
　
予
防
班

副
参
事
兼
係
長

國
分  

和
幸

消
防
署
　
豊
玉
出
張
所
　
警
防
班

副
参
事

永
留  

和
秀
☆

消
防
署
　
上
県
出
張
所
　
予
防
班

係
長

小
島  

和
也

消
防
署
　
豊
玉
出
張
所
　
庶
務
班

主
任

飯
野    

聡

消
防
署
　
総
務
課
　
総
務
班

主
事

冨
永  

大
翔

消
防
署
　
総
務
課
　
総
務
班

主
事

白
倉  

翔
平

消
防
署
　
警
防
課
　
救
急
班

主
事

平
間  

瞬

消
防
署
　
予
防
課
　
危
険
物
班

主
事

波
田  

一
徹

消
防
署
　
豊
玉
出
張
所
　
予
防
班

主
事

津
野  

裕
司

消
防
署
　
峰
出
張
所
　
警
防
班

主
事

岡
本  

侑
啓

消
防
署
　
上
県
出
張
所
　
予
防
班

主
事

原
田  

洋
三

消
防
署
　
上
対
馬
出
張
所
　
警
防
班

主
事

小
島  

寿
基

消
防
署
　
上
対
馬
出
張
所
　
予
防
班

主
事

梅
野  

聡
志

消
防
署
　
空
港
出
張
所
　
庶
務
班

主
事

姉
川  

孝
裕

消
防
本
部
　
総
務
課
付

主
事（
新
規
採
用
：
消
防
学
校
入
校
）

東
川  

顕
士

消
防
本
部
　
総
務
課
付

主
事（
新
規
採
用
：
消
防
学
校
入
校
）

若
松  

慎
一
郎

消
防
本
部
　
総
務
課
付

主
事（
新
規
採
用
：
消
防
学
校
入
校
）

中
屋  

栄
一
朗

消
防
署
　
警
防
課
　
警
防
救
助
班

主
事（
新
規
採
用
）

緒
方  

修
一

消
防
署
　
上
対
馬
出
張
所

主
幹

梅
野  

則
仁

消
防
署
　
空
港
出
張
所

主
幹

田
口  

紀
史

消
防
署
　
美
津
島
出
張
所

主
幹

氏　
　

名

新　

配　

置

糸
瀬  

博
隆
☆

学
校
教
育
課

副
参
事
兼
係
長

梅
野  

菊
次

南
地
区
教
育
事
務
所
所
長
兼
厳
原
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長

兼
美
津
島
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
兼
厳
原
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長

兼
厳
原
地
区
公
民
館
長
兼
つ
し
ま
図
書
館
長

古
瀬  

博
文
☆

南
地
区
教
育
事
務
所

副
参
事
兼
係
長

山
本  

希

学
校
教
育
課

指
導
主
事（
割
愛
採
用
）

白
川  

和
史

南
地
区
教
育
事
務
所

主
事（
新
規
採
用
）

永
留  

弘
惠

中
地
区
教
育
事
務
所

副
参
事

浦
崎  

裕
美

比
田
勝
幼
稚
園

教
諭（
新
規
採
用
）

姉
川  

二
美

生
涯
学
習
課

副
参
事

扇  

伸
秀

生
涯
学
習
課

主
任

築
城  

広
美

厳
原
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
　
つ
し
ま
図
書
館

副
参
事

松
島  

哲
也
☆

美
津
島
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
　
副
参
事
兼
係
長
　

兼
美
津
島
地
区
公
民
館
副
参
事
兼
係
長

永
留  

寿
実

峰
地
区
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
　
主
任
　

兼
峰
地
区
公
民
館
主
任

松
本  

政
美
☆

次
長

糸
瀬  

美
也

事
務
局
長

庄
司  

克
啓
☆

課
長
補
佐

原  

昇
一

消
防
本
部
　
次
長

兼
警
防
課
長

永
留  

弘
和
☆

消
防
署
　
署
長

兼
警
防
課
長

黒
岩  

利
幸

消
防
署
　
副
署
長（
南
部
担
当
）

兼
美
津
島
出
張
所
長
兼
空
港
出
張
所
長

斎
藤  
秀
文

消
防
署
　
副
署
長（
中
部
担
当
）

兼
豊
玉
出
張
所
長
兼
峰
出
張
所
長

鈴
木  

茂

消
防
署
　
副
署
長（
北
部
担
当
）

兼
上
県
出
張
所
長
兼
上
対
馬
出
張
所
長

議
会
事
務
局

監
査
委
員
事
務
局

農
業
委
員
会
事
務
局

消
防
本
部

比
田
勝  

秀
喜

総
務
課

課
長（
兼
任
解
除
）

薦
田  

万
州
生

学
校
教
育
課
　
課
長

兼
上
対
馬
学
校
給
食
共
同
調
理
場
長

氏　
　

名

新　

配　

置

洲
河  

直
樹

住
民
生
活
課

主
任

杉
村  

修
一

地
域
支
援
課

主
任

網
代  

洋
之
☆

住
民
生
活
課

参
事
兼
課
長
補
佐

三
原  

立
也
☆

地
域
支
援
課

課
長
補
佐

國
分  

茂
徳
☆

住
民
生
活
課

副
参
事
兼
係
長

米
田  

里
美
☆

住
民
生
活
課
　
副
参
事
兼
係
長
　

兼
会
計
課
上
対
馬
分
室
上
県
派
出
所
副
参
事
兼
係
長

松
村  

瑞
香

仁
田
出
張
所

参
事
兼
課
長
補
佐

島
居  

清
晴

部
長（
住
民
生
活
課
長
事
務
取
扱
）

安
心
院  

治
美

住
民
生
活
課

参
事
兼
係
長

木
寺  
洋
子

地
域
支
援
課

副
参
事
兼
係
長

桐
谷  

和
孝

参
事
兼
課
長
補
佐

糸
瀬  

美
咲

主
事（
新
規
採
用
）

小
島  

清
香
☆

上
対
馬
分
室

副
参
事
兼
係
長

竹
本  

忠
義

水
道
課
　
参
事
兼
課
長
補
佐
　

兼
水
道
部
水
道
課
参
事
兼
課
長
補
佐

中
村  

裕
子

雞
知
保
育
所

保
育
士

藤
田  

留
美

大
船
越
へ
き
地
保
育
所

副
参
事

橋
本  

靖
子

佐
賀
保
育
所

参
事

庄
司  

諭
美

佐
須
奈
保
育
所

副
参
事

御
手
洗  

幸
世

仁
田
保
育
所

保
育
士

教
育
委
員
会

会
計
課

水
道
局

保
育
所

上
県
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

上
対
馬
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

野
田  

真
一
郎

住
民
生
活
課

主
任

武
田  

浩
二

住
民
生
活
課
　
副
参
事
兼
係
長

兼
佐
賀
出
張
所
副
参
事
兼
係
長

氏　
　

名

新　

配　

置

阿
比
留  
秀
和

農
林
振
興
課

主
任（
派
遣
解
除
）

冨  

基
次

基
盤
整
備
課

主
任

築
城  

公
則

管
理
課

技
師

西  

史
章

基
盤
整
備
課

技
師（
新
規
採
用
）

阿
比
留  

正
成

管
理
課

技
師（
新
規
採
用
）

須
川  

英
明
☆

建
設
課

課
長
補
佐

主
藤  

公
康

建
設
課

副
参
事
兼
係
長（
派
遣
解
除
）

清
水  

千
春

建
設
課

主
任

比
田
勝  

努

北
部
建
設
事
務
所

主
任

扇  

裕
二

北
部
建
設
事
務
所

主
任

木
屋  

勝
也

地
域
支
援
課

副
参
事
兼
係
長

小
田  

秀
敏

住
民
生
活
課

参
事
兼
課
長
補
佐

宮
川  

明
哲
☆

住
民
生
活
課

課
長
補
佐

扇  

哲
実

住
民
生
活
課
　
主
任
　

兼
会
計
課
美
津
島
派
出
所
主
任

豊
田  

秀
樹

住
民
生
活
課

主
事

永
留  

正
悟

住
民
生
活
課

主
事

岩
佐  

哲
也
☆

地
域
支
援
課

副
参
事
兼
係
長

阿
比
留  

克
博

地
域
支
援
課

主
任

小
島  

慶
志
郎

地
域
支
援
課

船
員（
新
規
採
用
）

阿
比
留  

美
喜
代
住
民
生
活
課

参
事

小
宮  

明
美
☆

住
民
生
活
課
　
副
参
事
兼
係
長

兼
会
計
課
豊
玉
分
室
峰
派
出
所
副
参
事
兼
係
長

美
津
島
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

豊
玉
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

峰
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

建
設
部



⑥⑥⑥対馬市

生物多様性保全担当
○下島におけるツシマヤマネコの野生復帰事業を契機として、人とツシマヤマネコが安心して
　暮らせる地域社会づくりを行います。
○下島における地域資源の活用と保全をコーディネートします。
○地域おこしリーダーや関連地域団体の活動をサポートし、地域コミュニティを活性化させます。

2013. 4 20

◎新たに3名の隊員が着任！
　外からの若い視点で対馬の魅力や可能性を探り、地域活性化の課題解決に挑戦する島おこし協働隊。
その取り組みを強化するため、4月より、新たな分野の専門知識・経験を有する3名の隊員が加わり
ましたので紹介します。

　「植物を基礎に自然と人間の関係を考え、それを実際の社会の
仕組みと適応させて、環境問題解決に役立つ提案、または行動
ができる人になりたい」。これが昔からの私の目標です。いよい
よこの目標の実現に向けて自分が動き出した気がしています。
また、初めて対馬に来たとき、｢日本らしい！｣と思いました。
国境の島なのに意外でした。『人もツシマヤマネコも生き生きと
暮らせる社会』は簡単だとは思っていませんが、なんとかして
実現できるように頑張りたいです。

神奈川県小田原市出身
○鳥取大学大学院農学研究科修了
○環境系コンサルタントとして、
　ツシマヤマネコ保全業務や植生
　調査等を担当。対馬訪問回数は
　30数回にのぼる。

伊藤麻子
い     とう　  あさ     こ

　古代から大陸と日本を結びつけ、文化の十字路としての役割
を果たしてきた対馬には、アジアの基層文化がいまでも残って
いると思います。特に対馬固有の自然環境の中で、地域の中で
脈々と受け継がれてきた、衣食住にまつわる伝統的な知識を中
心に探っていきたいと考えています。地域の自然と密接に結び
ついた知恵は、これからの社会において新たな道を指し示す鍵
となるはずです。たくさんのことを教えていただきながら、み
なさんと一緒に活動できるのを楽しみにしています。これから
どうぞよろしくお願いいたします。

群馬県渋川市出身
○京都大学大学院地球環境学舎修了
○文化人類学を専攻。フィリピンへの
　留学、山岳少数民族への衣食住や
　資源利用についての聴取、対馬の
　伝統養蜂についての調査研究など、
　野外調査経験も豊富。

細貝瑞季
ほそ　 かい　  みず     き

民間伝承保全担当
○親から子へ、先輩から後輩へ、連綿と受け継がれてきた地域の伝承が、少子高齢化・核家族
化・コミュニティの相互扶助機能の低下等により失われつつあります。それは、対馬の個性や
誇り、暮らしの智恵や技能の喪失を意味し、今、継承しなければ手遅れになります。そこで、
記録・復元作業を通じて地域の誇り・絆を再醸成するとともに、資源として有効活用すること
で地域の活性化を図ります。

～人もツシマヤマネコも
                      生き生きと暮らせる社会を目指して～

～現代人が直面する問題への解は、
　　　　　地域の伝統的な暮らしの智恵や工夫が導く～



対馬市島おこし協働隊事務局（地域再生推進本部内）　☎0920（53）6111問い合わせ

対州そばを用いた新商品

広報つしま21

　（財）対馬市農業振興公社の特産品・新飲食

メニュー開発のサポートとして、須澤佳子隊

員が、ふるさと財団の「平成24年度新技術・

地域資源開発補助事業助成」を活用し、「対州

そばde国境を超えた名物デザート開発プロジ

ェクト」を企画。公社スタッフとともに、対

州そばを用いた「対州そば珈琲」「対州ガレッ

ト」「対州そばアイス」などを開発。試験的店

舗販売やブロガーモニターツアー等により、

商品性についての調査研究と対州そばのPRを

行いました。その甲斐あって、そば道場への

来客数が少しずつ増えています。今回開発した新メニューは、「あがたの里」そば道場（上県町佐須

奈）にてご賞味いただけます。

有害鳥獣ビジネスコーディネーター担当
○有害鳥獣（イノシシ・シカ）の資源化をコーディネートすることにより島の新産業を創出し、
　その経済的効果によって市民や狩猟者が積極的に自助努力（有害鳥獣対策）することで、農
　林業被害の軽減を図ります。
○効果的に有害鳥獣を駆除し、肉及び皮資源を安定的に調達する方法を調査研究します。
○資源の製品化にかかる生産体制の構築・製造・試験販売等をコーディネートします。

　「有害鳥獣」とは、人や農作物に被害を与える野生動物のこと
です。対馬をはじめ日本全国でイノシシやシカなどの有害鳥獣
が問題となっており、現在は有害鳥獣の数を減らす「捕る対策」
が積極的に行われています。しかし、これからは有害鳥獣を資
源として「活用する対策」を行うことで、地域住民が継続して
自然環境を管理するシステムを作ることが必要です。対馬は自
然・文化・歴史が色濃く残る「資源の宝庫」だと思います。島
の魅力を取り入れた有害鳥獣の資源化により、対馬の皆様と一
緒に、人と自然が共存できる社会づくりに取り組みたいです。

福岡県北九州市出身
○日本大学獣医学科卒業。獣医師
○対馬での実習（ヤマネコ保全・有
　害鳥獣対策）やボランティア活動
　のため、これまで14回対馬に来島。
　野生動物問題に強い関心を持つ。

谷川ももこ
たに     がわ

～人と自然の共存の鍵は有害鳥獣対策にあり～

　また、そば道場では、対馬北部の活性化のため

に、特産品の物販コーナーや観光インフォメーシ

ョン機能の充実を目指しています。そのサポート

として松野由起子隊員が奮闘中。今後のそば道場

の変化をご期待ください。

◎須澤隊員と松野隊員の活動報告

物販コーナーのリニューアルイメージ



狩猟免許試験・狩猟免許更新講習会を行います

農林水産部　農林振興課　有害鳥獣対策室　　　☎0920（53）6111
対馬振興局　農業振興普及課　　　　　　　　　☎0920（52）4011
対馬猟友会　　　　　　　　　　　　　　　　　☎0920（54）5006

問い合わせ

【狩猟免許試験】
○試験種目：網猟（網）・わな猟（わな）・第1種銃猟（装薬銃）・第2種銃猟（空気銃）
○受験資格：20歳以上で覚醒剤等の中毒者でない方、狩猟免許の取消等の処分を受けた場合は、
　　　　　　処分を受けてから3年を経過している方
○受付期間：平成25年5月8日（水）～6月7日（金）
○試験科目：知識試験・適性試験（視力・聴力・運動能力）
　○提出書類：①狩猟免許申請書　②医師の診断書　③証明写真1枚

④住民票又は運転免許証のコピー　⑤80円切手を貼った返信用封筒
○１次試験：6月29日（土）峰地区公民館
　　　　　　※網猟（網）・わな猟（わな）免許の2次試験は同日
○２次試験　（銃猟１次試験合格者のみ）7月10日（水）対馬振興局

【狩猟免許更新講習会】
○対 象 者：狩猟免許の有効期間が平成25年9月14日で満了となる方
○実 施 日：7月8日（月）上県地区公民館
　　　　　　7月9日（火）対馬市交流センター
○受付期間：上県地区公民館開催分：平成25年5月13日（月）～6月14日（金）
　　　　　　対馬市交流センター開催分：平成25年5月13日（月）～6月14日（金）
○提出書類：①狩猟免許更新申請書　②医師の診断書　③証明写真1枚　④80円切手を貼った返信用封筒

有害鳥獣対策室からのお知らせ

子どもたちの質問にわかりやすくお答えします

　「しいたけ」を対馬に広めた人は
だれですか？

 日本でのしいたけさいばいは、江戸時代に今の大
分県と静岡県から始まったといわれています。
 対馬のしいたけさいばいは、明治30年ごろに大分県
生まれの西郷武十さんという人が来て、11年間広め
ていったのが始まりといわれています。

農林水産部　農林振興課　☎0920（53）6111
農林振興課
八島 啓介さん問い合わせ

阿連小学校6年　大中 陸くん

さいごうぶじゅう

2013. 4 22

おおなか  りく



年金コーナー年金コーナー
国民年金学生納付特例申請とは

平成25年度の国民年金保険料額は

【問い合わせ】
　日本年金機構長崎北年金事務所　☎095（861）1582

　20歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入しなければなりません。
　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の
納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。
　対象となる方は、学校教育法に規定する大学（大学院）・短期大学・高等学校・高等専門学校、専修学
校及び各種学校（修業年限１年以上である課程）に在学する学生等で本人の前年所得が次の計算式で計
算した金額以下であることが条件です。

　学生納付特例の承認期間は4月から翌年3月までです。
　平成24年度において学生納付特例制度により保険料納付を猶予されている方で、平成25年度も引き
続き在学予定の方へ、基礎年金番号等が印字されたハガキ形式の学生納付特例申請書を3月末に送付し
ます。平成24年度と同じ学校等に在学される方は、このハガキに必要事項を記入し返送いただくことに
より、平成25年度も学生納付特例の申請ができます。平成25年度は学生納付特例制度を利用せず、保
険料の納付を希望される場合は納付書を送付いたしますので、お手数ですがお近くの年金事務所にご連
絡ください。
　なお、はじめて学生納付特例の申請をする方は、従来どおり在学証明書または学生証の写しの添付が
必要です。

　保険料を前納した場合には、割引があります。
　詳しくは、年金事務所へお問い合わせください。

○日時 5月15日（水）13：30～17：00
　場所 美津島地域活性化センター 別館会議室
○日時 5月16日（木）  9：00～17：00
　場所 対馬市役所　別館会議室
★5月の年金相談より、年金相談予約制を開始します。

《長崎北年金事務所の出張年金相談》
月額15，040円です。

（所得のめやす）118万円 +（扶養親族等の数×38万円）

農林水産部　農林振興課　☎0920（53）6111問い合わせ

も 　 り

も 　 り

も り

も り

も り

未来に繋ごう！豊かな森林
　　昨年4月1日より施行されました「対馬市森林づくり条例」。
今回は “対馬市森林づくり委員会” 第７回会議結果について紹介します。
　第７回会議では、“対馬市森林づくり基本計画” の最終案の検討と対馬
市における伐採全般に係るルールである “対馬市伐採ガイドライン” の
内容について、活発な意見交換を行いました。基本計画では、計画の方
向性をはじめ、循環出来る施策体系、森林資源の活用と森林環境の保全
における今後の具体的施策について概ね委員会としての案を取りまとめ
ることができました。
　また、伐採ガイドラインについては、特に１箇所当たりの伐採の上限面積や尾根筋・渓畔林・海岸林
等に対する目的に応じた緩衝帯の設定面積等について、生業としての経済性を含めた協議・検討を行い
ました。今回協議した内容と有識者等の意見を反映させたものを次回会議にて再協議したうえで、林業
を生業としている皆さんとの意見交換会を開催する予定です。

　なお、委員会は公開で行っています。豊かな森林を未来に繋ぐしくみづくりに参加してみませんか？

対馬市森林づくり条例コーナー⑪

【対馬市森林づくり基本計画パブリックコメントを募集しています】
 期　間：平成25年3月28日（木）～4月26日（金）
 ※農林水産部農林振興課・各地域活性化センター地域支援課で受け付けています。
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